
１．はじめに
分類の基礎知識を国民に普及するためには，学校教

育（初等・中等教育）で扱うことが重要であろう．し

かし，文部科学省（文部省）が定めた学習指導要領に

示されている学習内容は，１９８０年以降削減が続き，き

わめて限られたものとなっている．

２００３年度からは，完全週５日制や「総合的な学習の

時間」，中学校からの大幅な選択履修制などが導入さ

れた．その結果，各学年における理科の履修時間は，

小学校第３学年で週２．０時間，第４学年で週２．６時間，

第５・６学年で週２．７時間，中学校第１・２学年で週

３．０時間，第３学年で週２．３時間となった．学習内容が

「厳選」され，教科書は薄くて絵本のようだと酷評さ

れた．このような学習内容の削減は，学力低下の槍玉

にあげられた．

急遽，２００３年１２月に学習指導要領の一部改正が告示

され（文部科学省，２００４a，b，c），「内容の範囲や程度

等を示す事項は，すべての児童（生徒）にたいして指

導するものとする内容の範囲や程度等を示したもので

あり，学校において特に必要がある場合には，この事

項にかかわらず指導することができること．」などが

加えられた．そして，「発展的な内容」を追加した教

科書の検定がおこなわれ，２００５年度以降，小学校から

順次使用されることになった．しかし，履修時間数の

変更はなく，根本的な解決にはなっていない．

「分類」分野に関しても，時間不足・学習内容の限

定により，きわめて不十分なものとなっている．この

ような現状を紹介し，あわせて戦後理科教育の変遷を

概観する．

２．学校教育における「分類」の扱い
小・中学校で２００２年度，高等学校では２００３年度から

施行されている現行の学習指導要領（文部省，１９９８a，

b，１９９９）における「分類」分野の学年配当および目

標・内容を第１表に示した．
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学校教育における「分類」分野の現状
小幡喜一＊

Current status of teaching“taxonomic classification”in Japanese educational system

OBATA, Kiichi *

Abstract
In Japan, the educational system is approved by the Ministry of Education, Culture, Sports,

Science and Technology . The approximate number of class hours currently spent teaching

“taxonomic classification”is only about１８hours in six years of elementary school education and

ten hours in the three years of junior high school education. To teach the concept, two or three types

of derived annual dicotyledons and insects are studied in the third grade of elementary school ,

whereas selected spermatophytes and vertebrates are examined during the junior high school years.

In senior high school, less derived cryptogams and invertebrates are covered at a basic level in the

“Science synthesis B”which is one of the required optional subjects , and“ taxonomy and

systematics”may be learnt in the“Biology Ⅱ”which is an optional subject. It is recommended here

that the curriculum covering taxonomy should be strengthened further at all educational levels in

Japan.
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１）小学校
小学校の理科は第３学年から始まり，A 領域（生

物）・B 領域（物理・化学）・C 領域（地学）からなる．

「分類」分野は第３学年の A 領域で学習することに

なり，昆虫と植物の体のつくりなどを学ぶ（第１

図）．教科書の分量から，週２時間で約２か月，１８時

間ほど（１時間は４５分授業）がこれに当てられている

と推測される．目標では「動物や植物を比較しながら

調べ，‥」とあるものの，内容の取扱いでは「昆虫及

び植物については，それぞれ，２種類又は３種類扱う

こと」「『植物の育ち方』については，夏生一年生の双

子葉植物のみを扱うこと」などと制限されている．

学年または科目 １ 目 標 ２ 内 容 ３ 内容の取扱い

小学校
第３学年

� 身近に見られる動物や植物を比
較しながら調べ，見いだした問題
を興味・関心をもって追究する活
動を通して，生物を愛護する態度
を育てるとともに，生物の成長の
きまりや体のつくり，生物同士の
かかわりについての見方や考え方
を養う．

A 生物とその環境
� 身近な昆虫や植物を探したり育

てたりして，成長の過程や体のつ
くりを調べ，それらの成長のきま
りや体のつくり及び昆虫と植物と
のかかわりについての考えをもつ
ようにする．

ア 昆虫の育ち方には一定の順序が
あり，その体は頭，胸及び腹から
できていること．

イ 植物の育ち方には一定の順序が
あり，その体は根，茎及び葉から
できていること．

� 内容の「A 生物とその環境」
の�については，次のとおり取り
扱うものとする．

ア ア及びイについては，飼育，栽
培を通して行うこと．また，昆虫
及び植物については，それぞ
れ，２種類又は３種類扱うこと．

イ アについては，幼虫の体のつく
りは扱わないこと．また，成虫の
体のつくりを調べるとき，人の目
などの感覚器官と対比して扱うよ
うにすること．

ウ イの「植物の育ち方」について
は，夏生一年生の双子葉植物のみ
を扱うこと．

中学校
〔第２分野〕

� 生物や生物現象についての観
察，実験を行い，観察・実験技能
を習得させ，観察，実験の結果を
考察して自らの考えを導きだし表
現する能力を育てるとともに，植
物や動物の生活と種類，生物の細
胞と生殖などについて理解させ，
これらの事象に対する科学的な見
方や考え方を養う．

� 植物の生活と種類
ウ 植物の仲間

（ア）花や葉，茎，根の観察記録に基
づいて，それらを相互に関連付け
て考察し，植物が体のつくりの特
徴に基づいて分類できることを見
いだすとともに，植物の種類を知
る方法を身に付けること．

� 動物の生活と種類
イ 動物の仲間

（ア）身近な動物の観察記録に基づい
て，体のつくりや子の生まれ方な
どの特徴を比較し，動物が幾つか
の仲間に分類できることを見いだ
すこと．

� 内容の�ウの（ア）については，
植物が種子をつくる植物と種子を
つくらない植物に分けられること
を扱うが，種子をつくらない植物
については，その存在を指摘する
程度にとどめること．

� 内容の�イの（ア）については，
動物が脊椎動物と無脊椎動物に分
けられることを扱うが，無脊椎動
物については，その存在を指摘す
る程度にとどめること．

高

等

学

校

理科総合 B

自然の事物・現象に関する観察，
実験などを通して，生物とそれを取
り巻く環境を中心に，自然の事物・
現象について理解させるとともに，
人間と自然とのかかわりについて考
察させ，自然に対する総合的な見方
や考え方を養う．

� 多様な生物と自然のつり合い
地球上の様々な自然環境は，変

化するとともに，その過程で平衡
が保たれ，そこで多様な生物が生
活していることについて理解させ
る．

イ 生物と環境
（ア）生物の多様性

地球には多様な生物が存在して
いること及びそれらの生活の多様
性について理解させる．

� 内容の程度や範囲については，
次の事項に配慮するものとする．

ウ 内容の�の＜中略＞イの（ア）に
ついては，地球には様々な動物や
植物が存在すること及びそれらが
それぞれの環境の下で多様な生活
の仕方をしていることを具体的な
例を通して扱うこと．その際，無
脊椎動物及び種子をつくらない植
物を含めて扱うこと．

生 物 Ⅱ

生物や生物現象についての観察，
実験や課題研究などを行い，自然に
対する関心や探究心を高め，生物学
的に探究する能力や態度を育てると
ともに基本的な概念や原理・法則の
理解を深め，科学的な自然観を育成
する．

� 生物の分類と進化
生物の分類と系統及び進化の過

程とその仕組みを観察，実験など
を通して探究し，生物界の多様性
と歴史的変遷を理解させ，分類と
進化についての見方や考え方を身
に付けさせる．

ア 生物の分類と系統
（ア）生物の分類
（イ）生物の系統

� 内容の範囲や程度については，
次の事項に配慮するものとする．

イ 内容の�のアの（ア）について
は，分類の基準を理解する上で必
要な程度にとどめ，各分類群の羅
列的な扱いはしないこと．（イ）に
ついては，多様な生物が存在する
ことについて，それらの系統関係
を探究的に考察する過程を重視し
て扱うこと．

第１表 現行学習指導要領（文部省，１９９８a，b，１９９９）における「分類」分野の学年配当および目標・内容
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これでは体のつくりの共通性の確認のみで終わって

しまい，「分類」とはいいがたい内容である．

２００５年度からの教科書には「発展的な内容」とし

て，クモやダンゴムシ，エノコログサなど，昆虫や双

子葉類以外の生物も加えられている．

２）中学校
中学校の理科は第１分野（物理・化学）と第２分野

（生物・地学）に分けられている．第２分野の「植物

の生活と種類」と「動物の生活と種類」のなかで「分

類」を学ぶ（第２図）．教科書の分量から，動物・植

物の分類を合わせて週３時間で約１か月弱，約１０時間

（１時間は５０分授業）が当てられていると推測される．

目標では「観察，実験」が強調され，内容でも「観

察記録に基づいて，‥分類できることを見いだす」と

されている．一方，内容の取扱いでは「種子をつくら

ない植物」と「無脊椎動物」については，「その存在

を指摘する程度にとどめる」とされ，義務教育では脊

椎動物と種子植物だけを扱うことになっている．

教科書にはグラビアページを使って「野外観察に出

かけよう」と見出しがあるが，事前調査や野外実習自

体の時間的な余裕がなく，せいぜい校庭の観察で終

わっているのが現状である．

文部科学省（２００４b）の改訂により，２００６年度の教

科書からは「発展的な内容」として，シダ植物・コケ

植物・藻類，節足動物・軟体動物，系統などがわずか

ながら追加された．しかしながら，履修時数の制限は

変わらないので，さらに詰め込み教育になってしまい

かねない．

３）高等学校
高等学校の理科は１１科目もの選択科目（理科基礎；

理科総合 A，理科総合 B；物理Ⅰ，物理Ⅱ；化学Ⅰ，

化学Ⅱ；生物Ⅰ，生物Ⅱ；地学Ⅰ，地学Ⅱ）になって

いる．このうち「分類」分野は「理科総合 B」と「生

物Ⅱ」で扱われる．必修は「理科基礎・理科総合

A・理科総合 B」のうち１科目以上を含み，「物理

Ⅰ・化学Ⅰ・生物Ⅰ・地学Ⅰ」を加えた７科目から２

科目である．そのために「分類」分野の学習が中学ま

での内容で終わる生徒は，文部科学省初等中等教育局

（２００５）の教科書需要数から推定すると約５０％である．

（a）理科総合B
「理科総合 B」は選択必修科目であるため，比較的

多くの生徒が学ぶ２単位（週２時間）の科目である．

この科目の目標でも「観察，実験」が強調され「生

物とそれを取り巻く環境を中心に」学習することに

なっている．内容は，「�自然の探究，�生命と地球

の移り変わり，�多様な生物と自然のつり合い，�人

間の活動と地球環境の変化」の４分野からなる．�に

は「ア 地表の姿と大気，イ 生物と環境」が含ま

れ，後者で「（ア）生物の多様性，（イ）生物と環境との

かかわり」が扱われている．単純に計算すれば，生物

の多様性で「分類」を学習するのは約４時間（１時間

は５０分授業）ということになる．内容の取扱いでは

「無脊椎動物及び種子をつくらない植物を含めて扱

う」とされ，無脊椎動物や隠花植物も扱われる．

この科目の教科書の記述はかなり多様である．地球

誕生から環境と生命の変遷を，物語的に綴っているも

第１図 小学校第３学年理科の教科書．戸田ほか（２００４）
新版たのしい理科３の３３ページの一部．

第２図 中学校理科第２分野の教科書．三浦ほか（２００６）
新版新しい科学２分野上の１２３ページの一部．
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のがある一方，大学入試に対応するように生物Ⅰや地

学Ⅰの内容を加味したものも目立つ．両者の典型であ

る２社（教育出版・第一学習社）の教科書の「生物と

環境」に関する目次を第２表に示した．熊澤ほか

（２００３）は物語的な展開で，生態系を構成する生物の

分類に触れている．佐野ほか（２００３）は分類体系を重

視した，オーソドックスな例である．

いずれにしても，目標に示されているように，いろ

いろな生物の体制を観察する余裕はなく，教科書や資

料集の図・写真などで概略的に説明して終わらせてい

る場合が多い．

（b）生物Ⅱ
生物の分類と進化は「生物Ⅱ」で扱われる．しかし

ながら，この科目は理系進学者向けで履修率が低く，

文部科学省初等中等教育局（２００５）の教科書需要数か

ら推定すると１０数％である．また，学習内容の選択も

できるので（文部省，１９９９），「分類」分野については

実質数％の履修率と考えられる．

「生物Ⅱ」の目標は「観察，実験や課題研究」「関

心や探究心」「能力や態度」「概念や原理・法則の理

解」が上げられ「生物とそれを取り巻く環境を中心

に」学習することになっている．内容は「�生物現象

と物質，�生物の分類と系統，�生物の集団，�課題

研究」があり，内容の取扱いで「�及び�については

生徒の興味・関心等に応じていずれかを選択すること

ができる」となっている．「�生物の分類と系統」に

ついては「観察，実験などを通して探究し，生物界の

多様性と歴史的変遷を理解させ，分類と進化について

の見方や考え方を身に付けさせる」とされている．内

容の取扱いでは「生物の分類」について「分類の基準

を理解する上で必要な程度にとどめ，各分類群の羅列

的な扱いはしないこと」，「生物の系統」については

「系統関係を探究的に考察する過程を重視して扱うこ

と」とされている．

「生物の分類と系統」に関する教科書の対照的な２

社（啓林館・第一学習社）の目次を第３表に示した．

太田ほか（２００４）は分類学的な手法の手順にそってお

り，分類の方法・考え方を学べるようにまとめられて

いる．田中ほか（２００３）は系統分類学の体系にそっ

て，オーソドックスにまとめられている例である．

３．学習指導要領における教育観の変遷
戦後の教育課程は，文部省・文部科学省が示した学

習指導要領を基準とし，教科書はこれにもとづいて編

集され，検定されている．学習指導要領はおよそ１０年

ごとに改訂されてきている．

１）生活単元学習・問題解決学習（１９４７年度～）
１９４７年に教育基本法が公布され，修身・日本歴史・

日本地理を廃し社会科を新設した小・中学校の教育課

程に関する学習指導要領一般編（試案）および学習指

導要領（試案）理科編が発行され（文部省，１９４７a，b），

翌１９４８年には高等学校学習指導要項〔物理・化学・生

物・地学〕（試案）が発行された（文部省，１９４８）．こ

れらの内容は生活改善のための「生活単元学習・問題

解決学習」であった．

１９５１年には小・中・高等学校全般に関する学習指導

熊澤ほか（2003）
理科総合Ｂ 生命と地球環境．教育出版

佐野ほか（2003）
高等学校 理科総合Ｂ．第一学習社

第２章 私たちのすむ地球
１ 生物の多様性と共通性
① 植物とその生活

○植物は自ら有機物をつくる
○森林の植物にみる多様性
○植物は光の強さに応じてすみ分けている
○花の中で受精が起こる
○マツやイチョウも花を咲かせる
○花の咲かない植物もある
○水中の光合成生物

② 動物とその生活
○森林の動物たちの生活
○動物の生活と繁殖
○水中で生活する動物
○脊椎をもたない動物

③ 細胞の共通性と多様性
○細胞から生物の多様性をみる
○細胞に核がない生物もいる
○さまざまな原核生物

第３節 生物と環境
１ 生物の多様性
① 生物の多様性と環境

○環境への適応
○多様性と共通性

② 藻類と植物のなかま
○藻類のなかま
○コケ植物
○シダ植物
○種子植物

③ 原生動物と多細胞の動物のなかま
○原生動物
○軟体動物・環形動物
○節足動物
○脊椎動物

第２表 理科総合 Bの教科書における「生物と環境」に関する目次の例
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要領一般編（試案）改訂版（文部省，１９５１），翌１９５２

年に小学校および中学校・高等学校の学習指導要領理

科編（試案）改訂版が出版された（文部省，１９５２a，

b）．これらは１９４７年・１９４８年発行の試案を充実・発

展させたものであった．

２）系統学習（１９６１年度～）
生活単元学習では，身のまわりの複雑な事物に関す

る法則を究めることは教師にとっても困難であり，児

童・生徒は参考書を丸写しすることとなった（板倉

１９６８，など）．学力低下が問題化し，生活改善のための

雑多な知識よりも，その根本をなす科学の論理体系に

もとづく教材の系統化が求められた（倉林・竹越

２００４，など）．

これらを受けて，１９５８年に小学校・中学校，１９６０年

には高等学校の学習指導要領が発表された（文部省

１９５８a，b，１９６０）．このときから「道徳」が導入され

「（試案）」ではなく，法的拘束力をもった「告示」と

なった．これらは小学校で１９６１年度，中学校で１９６２年

度，高等学校では１９６３年度から施行され，「系統的な

学習」といわれた．中学校の理科が第１分野・第２分

野に別れ，高等学校の普通科では物理・化学・生物・

地学の４科目が必修になった．

３）探究学習（１９７１年度～）
科学技術革新時代にはいり，アメリカでは大学研究

者の呼びかけで科学教育の現代化運動が始まっ

た．１９５７年１０月，ソビエト連邦による世界初の人工衛

星スプートニク１号の打ち上げ成功を契機に，この運

動は加速した．１９６０年発行の高等学校教科書 PSSC

（Physical Science Study Committee）物理を皮切り

に，１９６５年 に は AAAS（American Association for

the Advancement of Science）の小学校・幼稚園を対

象にした教師用テキストまでが揃った．このような運

動は世界的な広がりをみせた．

わが国の科学教育現代化は，文部省によって推し進

められ，「探究の過程」を重視することから「探究学

習」といわれている．１９６８年に小学校，１９６９年に中学

太田ほか（２００４）
高等学校生物Ⅱ．啓林館

田中ほか（２００３）
高等学校生物Ⅱ．第一学習社

第３部 生物の多様性と進化
第１章 生物の分類と系統

第１節 生物の多様性と分類
Ａ 人為分類と自然分類
Ｂ 分類の方法

○分類学 ○種とは何か
○学名 ○分類の階層

Ｃ 系統推定の方法
○系統樹
○形質の相同と相似
○系統推定の方法

第２節 植物の分類と系統
Ａ 藻類の分類

○細胞構造
○光合成色素

Ｂ 細菌類の分類
Ｃ 陸上植物の分類

○維管束と種子
○胞子体と配偶体
実験９ 陸上植物の比較観察

Ｄ 菌類の分類
Ｅ 植物の系統

○植物の系統
○維管束植物の系統

第３節 動物の分類と系統
Ａ 動物の分類

○骨格
○体制と組織
○体節と運動器官
実験１０ 磯の動物の分類

Ｂ 動物の系統
○原口の発生
○胚葉と体腔形成

第２編 生物の進化と分類
第４章 生物の系統と分類

１ 生物の系統
１－１ 生物の多様性と系統

○生物の多様性と共通性
○生物の系統を系統樹

１－２ 生物の系統関係を調べる基準
○細胞構造 ○細胞の構成成分
○生殖の方法 ○形態
○遺伝子の構造

１－３ 植物と動物の系統関係
○植物を中心とした系統関係
○動物の系統関係

２ 生物の分類
２－１ 生物の分類法

○分類の方法
○分類の階級と種の表し方
○界の分け方

２－２ モネラ界
○細菌類
○ラン藻類（シアノバクテリア）

２－３ 原生生物界
○原生動物 ○卵菌類
○粘菌類・細胞性粘菌類 ○藻類

２－４ 植物界
○コケ植物 ○シダ植物
○種子植物

２－５ 菌界
○接合菌類 ○子ノウ菌類
○担子菌類

２－６ 動物界
○体腔ができない動物
○旧口動物 ○新口動物

第３表 生物Ⅱの教科書における「生物の分類と系統」に関する目次の例
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校，１９７０年には高等学校の学習指導要領が告示さ

れ，１９７１年度から順次施行された（文部省，１９６８，１９６９，

１９７０）．また，１９６８年度から高等学校に理数系エリート

の養成をめざす理数科が設置された．

「中学校新しい理科教育－理科教育現代化講座指導

資料」（文部省，１９７１）・「高等学校新しい理科教育－

理科教育現代化講座指導資料」（文部省，１９７４）が発

行され，官制講習会がおこなわれた．しかし，得体の

知れないブラックボックスの多用や，実験観察の操作

主義的な指導・目的不明のグラフ作成・自然から隔離

したモデル形成など，多くの批判が起こった（倉林・

竹越，２００４）．

４）ゆとりと充実（１９８０年度～）
経済の高度成長から安定成長への変換とともに，教

育界では「現代化」の行き過ぎ・「落ちこぼれ」など

の問題が表面化した．

文部省は「人間性豊かな児童生徒の育成」・「ゆと

りと充実」を目指し，１９７７年に小学校・中学校，１９７８

年には高等学校の学習指導要領を告示し，１９８０年度か

ら順次施行された（文部省，１９７７a，b，１９７８）．

「ゆとりの時間」の導入などにより，各教科・科目

の履修時間が小学校で約９１％，中学校では約８６％に減

少し，指導内容の精選がおこなわれた．高等学校でも

「必修クラブ」が導入され，卒業に必要な単位が８５単

位以上から８０単位以上に減少した．しかし，理科教育

の目標は現在まで「探究学習」が続いている．

５）新学力観（１９９２年度～）
１９８４年，産業構造の変化・国際化等に対応する教育

の実現を目的として設けられた「臨時教育審議会」

は，教育改革の基本的な考え方として，「個性重視」・

「生涯学習体系への移行」・「国際化・情報化など変

化への対応」の３つの原則を示した（臨時教育審議会

１９８８）．

これを受け，小・中・高等学校の学習指導要領が

１９８９年に告示され，１９９２年度から順次施行された（文

部省，１９８９a，b，c）．

変化への対応・個性化を重視する「新学力観」が導

入され，教師の役割は「指導」から「支援」へ，学力

の評価も「知識・理解」から「関心・意欲・態度」の

重視へと変化した．また，教科・科目の履修時間はさ

らに減少され，小・中学校では約９２％になった．そし

て，小学校低学年で理科・社会科を廃し「生活科」が

導入され，中学校では「選択科目」・「習熟度別学級

編成」が開始され，高等学校では社会科が「地歴

科」・「公民科」に分割され，選択科目が多様化され

た．さらに学校制度自体も多様化し，６年制中等学校

や単位制高等学校，高等学校２年から大学への飛び入

学がはじめられた．

これらの改革は財界の意向を受けて，ごく少数の

スーパーエリート養成をねらい「早期選別」をおこな

う一方，従順でもの言わぬ多数の労働者づくりをめざ

したものと指摘されている（倉林・竹越，２００４）．

６）生きる力（２００２年度～）
１９９０年代は学級崩壊・いじめ・不登校など，学校教

育をめぐる情勢はますます厳しいものとなった．

２１世紀を展望した我が国の教育の在り方を検討した

第１５期中央教育審議会（１９９６）は，これからの社会を

変化の激しい，先行き不透明な，厳しい時代と考えら

れるとし，子供たちに「自分で課題を見つけ，自ら学

び，自ら考え，主体的に判断し，行動し，よりよく問

題を解決する能力」と「自らを律しつつ，他人と協調

し，他人を思いやる心や感動する心など豊かな人間性

とたくましく生きるための健康や体力」からなる「生

きる力」をはぐくむことが必要であるとされた．

この「生きる力」の育成を目指す，小・中学校の学

習指導要領は１９９８年，高等学校学習指導要領は１９９９年

に告示され，小・中学校で２００２年度，高等学校では

２００３年度から施行された（文部省，１９９８a，b，１９９９）．

「総合的な学習の時間」・「学校完全週５日制」が

導入され，各教科・科目の時間はさらに小学校で約

８６％，中学校でも約８５％に削減され，指導内容に厳し

い制限をつけた「３割削減」となった．高等学校では

卒業に必要な単位が８０単位以上から７４単位以上に減少

した上に，「総合的な学習の時間」に加え「情報科」

も必修科目になった．

また，生徒の興味・関心，進路希望等に応じた能力

の伸長を実現するとして，中学校の選択教科に当てる

時間が拡大され，高等学校では，各学校で教科・科目

を独自に設定でき，大学で学んだ成果も高等学校の単

位として認められるようになった．そのため，ますま

す従来の教科・科目が圧迫されている．

一方，「科学技術離れ」や「理科離れ」が指摘され，

対応策が政府によってとられるようになった．２００１年

度から�日本科学技術振興財団により，高等学校生・

高等専門学校生を対象にした「サイエンスキャンプ」

が実施されている．これは夏・冬・春の長期休みを

使って大学や研究施設で最先端の科学技術にふれ，研

究者・技術者等から直接講義を受け，研究現場等を体

験するものである．さらに，文部科学省は２００２年度か

ら「科学技術・理科大好きプラン」を開始した．これ

には「サイエンス・パートナーシップ・プログラム

（SPP）」・「スーパー・サイエンス・ハイスクール

（SSH）」・「目指せスペシャリスト（スーパー専門高

校）」・「国際科学技術コンテストに対する支援」など

が含まれている．特に SPP や SSH は，学習指導要領

に関わることなく，大学や研究機関等と連携して，理
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科・数学の授業を展開するものである．これらは，一

部のスーパーエリートを育成するための教育といえ

る．

４．理科を履修する時間の減少
１９８０年度以降の「ゆとり」教育によって各教科・科

目の履修時間は，１９７９年から現在までの間に，小学校

で５，８２１時間から４，５１９時間（約７８％），中学校では

３，５３５時間から２，３９５～２，５２０時間（約６８～７１％），義務

教育全体では９，３５６時間から６，９１４～７，０３９時間（約７４

～７５％）に削減されている．また，高等学校では卒業

に必要な単位数が，８５単位から７４単位（約８７％）に削

減されている．

教科別にみると，国語科が小学校で１，６０３時間から

１，３７７時間（約８６％），中学校で４９０時間から３５０時間

（約７１％），合計２，０９３から１，７２７時間（約８３％）とさ

れ，算数科・数学科は小学校で１，０４７時間から８６８時間

（約８３％），中学校で３８５時間から３１５時間（約８２％），

合計１，４３２時間から１，１８３時間（約８３％）とされてい

る．この２教科は何とか８０％台が保持されている．し

か し，理 科 は 小 学 校 で６２８時 間 か ら３５０時 間（約

５６％），中学校で４２０時間から２９０時間（約６９％），合計

１，０４８時間から６４０時間（約６１％）にされている．ま

た，社 会 科 は 小 学 校 で６６３時 間 か ら３４５時 間（約

５２％），中学校で４５５時間から２９５時間（約６５％），合計

１，１１８時間から６４０時間（約５７％）と理科以上に削減さ

れている．

学習指導要領における，理科の履修時間の変遷を第

小

学

校

１９４７年試案 １９５２年試案 １９６１年度施行 １９７１年度施行 １９８０年度施行 １９９２年度施行 ２００２年度施行

１年 ７０時間
�
�
�
�
�

理科・社会

の比率
２０～３０％

６８時間 ６８時間 ６８時間
（生活科） （生活科）

２年 ７０時間 ７０時間 ７０時間 ７０時間

３年 ７０時間
�
�
�
�
�

理科・社会

の比率
２５～３５％

１０５時間 １０５時間 １０５時間 １０５時間 ７０時間

４年 １０５時間 １０５時間 １０５時間 １０５時間 １０５時間 ９０時間

５年 １０５～１４０時間
�
�
�
�
�

理科・社会

の比率
２５～３５％

１４０時間 １４０時間 １０５時間 １０５時間 ９５時間

６年 １０５～１４０時間 １４０時間 １４０時間 １０５時間 １０５時間 ９５時間

小計
（全教科）

５６０～６３０時間
（５，５６５～

５，９１５時間）
（５，７８０時間）

６２８時間
（５，８２１時間）

６２８時間
（５，８２１時間）

５５８時間
（５，７１５時間）

４２０時間
（５，２６２時間）

３５０時間
（４，５１９時間）

中

学

校

１９４８年試案 １９５２年試案 １９６２年施行 １９７２年施行 １９８１年施行 １９９３年施行 ２００２年施行

１年 １４０時間 １０５～１７５時間 １４０時間 １４０時間 １０５時間 １０５時間 １０５時間

２年 １４０時間 １４０～１７５時間 １４０時間 １４０時間 １０５時間 １０５時間 １０５時間

３年 １４０時間 １４０～１７５時間 １４０時間 １４０時間 １４０時間 １０５～１４０時間 ８０時間

小計
（全教科）

４２０時間
（３，１５０～

３，５７０時間）
３８５～５２５時間

４２０時間
（３，１５０時間

以上）

４２０時間
（３，５３５時間）

３５０時間
（３，１５０時間）

３１５～３５０時間
（２，８３５～

２，９４０時間）

２９０時間
（２，３９５～

２，５２０時間）

義務教育合計
（全教科）

９８０～１，０５０
時間

（８，７１５～
９，４８５時間）

（８，８２５時間
以上）

１，０４８時間
（８，９７１時間

以上）

１，０４８時間
（９，３５６時間）

９０８時間
（８，８６５時間）

７３５～７７０時間
（８，０９７～

８，２０２時間）

６４０時間
（６，９１４～

７，０３９時間）

高

等

学

校

１９４７年試案 １９５２年試案 １９６３年施行 １９７３年施行 １９８２年施行 １９９４年施行 ２００３年施行

必修科目 １科目選択 ２科目選択 ４科目必修 ２科目選択 理科Ⅰ必修 ２科目選択 ２科目選択

必修単位数
（標準時数）

５単位
（１７５時間）

６～８単位
（２１０～２８０

時間）

１２～１４単位
（４２０～４９０

時間）

６単位
（２１０時間）

４単位
（１４０時間）

４単位
（１４０時間）

４単位
（１４０時間）

卒業単位数
（標準時数）

８５単位以上
（２，９７５時間

以上）

８５単位以上
（２，９７５時間

以上）

８５単位以上
（２，９７５時間

以上）

８５単位以上
（２，９７５時間

以上）

８０単位以上
（２，８００時間

以上）

８０単位以上
（２，８００時間

以上）

７４単位以上
（２，５９０時間

以上）

第４表 理科の履修時間数の変遷．学習指導要領から作成
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４表にまとめた．

１９７９年度までは，小学校で６２８時間，中学校で４２０時

間，義務教育の合計が１，０４８時間であった．高等学校

で は１９４７年 試 案 の１科 目（５単 位）必 修 選 択 か

ら，１９５２年試案で２科目（１科目３または５単位）以

上選択必修，１９６２年度施行には普通科で４科目（１２～

１４単位）必修とされ，理科全般が一般教養として学習

されるようになった．

しかし，１９８０年度以降は一方的に削減されている．

義務教育では，１９８０年度に小学校５５８時間（１９７９年度比

約８９％）・中学校３５０時間（同約８３％）・合計９０８時間（同

約８７％），生活科の始まった１９９２年度には小学校４２０時

間（１９７９年度比約６７％）・中学校３１５～３５０時間（同約７５

～８３％）・合計７３５～７７０時間（同約７０～７３％），そして

現在は小学校３５０時間（１９７９年度比約５６％）・中学校２９０

時間（同約６９％）・合計６４０時間（同約６１％）にまで削減

されている．

高等学校の必修単位数でも，１９６３年度普通科の１２～

１４単位（４２０～４９０時間）から，１９７３年度に６単位（２１０

時間）となり，１９８２年度以降は４単位（１４０時間）となっ

ている．

このような履修時間の大幅削減により，十分な実

験・観察をおこなう余裕を奪われ，「ゆとり」のない

羅列学習に追いやられている．そのために，学習指導

要領に唱えられた「探究学習」とは裏腹に，自然から

遊離した暗記科目に陥り，「理科嫌い」問題を生じて

いるように思われる．

５．「分類」分野の学習内容の変遷
学習指導要領の変遷にともない，「分類」分野の指

導内容も大きく変化してきた．その概要を第５表・第

６表に示す．

１）生活単元学習・問題解決学習（１９４７年度～）
１９４７年度の（試案）（文部省，１９４７b）では，小学

１～３年で身のまわりの生物の分類を学び，低学年か

ら多くの生物名がでている．たとえば，動物は小学１

年で昆虫１０種・家畜９種をはじめ３７種，植物は２年

で，穀類１２種をはじめ３２種となっている．４年からは

農林水産業に関わる内容がならび，中学校でも品種改

良や病原菌など生活に関わる内容が多く含まれてい

る．

１９５２年（試案）では，小学１～４年で庭や野山から

海までの生物を調べ，中学１年で家の中や周囲・野

山・田畑・池や川の生物を観察・採集し，名まえや特

徴を図鑑や検索表などによって調べ，生物の分類と系

統も学習する（文部省，１９５２a，b）．さらに高等学校

の生物では，郷土の動物・植物調査の実施が含まれて

いる（文部省，１９５２b）．

２）系統学習（１９６１年度～）
小学１年で校庭や野山，２年で田畑，４年で川や池

と海辺というように，身近なものから順に生物の種類

を学び，５年になって花と昆虫の関係や昆虫の体制の

共通点を学び，小学校のうちにひととおり多様な生物

に触れ，中学１年で生物の種類とその形態をまとめ，

さらに３年で分類と系統を学習している（文部

省，１９５８a，b）．同じ教材を徐々に学習レベルを上げ

ながら何度か学ぶ，スパイラル式の教育課程である．

このころ，各地に理科教育センターが設置され，地

域の生物・地学資料をまとめて学校に提供したり，活

発に教員研修会がおこなわれるようになった．

３）探究学習（１９７１年度～）
小学１～３年で身近な生物の種類による形や活動の

違い，４年で昆虫を理解させ，中学１年で生物を観察

により分類し，分類の観点や系統，進化までをまとめ

て学習する（文部省，１９６８，１９６９）

「探究学習」が取り入れられ，仮説を立て観察・実

験を実施し，原因と結果を考察させるようになった．

そのために生物を，環境や季節の変化などとの関係で

とらえる傾向が強くなり，校外へ出かけて観察・採集

をおこない，標本を分類する機会が減ったようであ

る．

４）ゆとりと充実（１９８０年度～）
履修時間が約１１％削減されたものの，１９７１年度施行

とほとんど同様である．しかしながら，小学１・２年

では身近な生物の種類による形や活動の違いに「気付

かせる」という表現にとどまり，昆虫の変態は４年に

繰り上げられ，中学１年では「系統」を「類縁関係」

と表している（文部省，１９７７a，b）．

５）新学力観（１９９２年度～）
低学年の理科がなくなり，履修時間がさらに約７～

９％削減され，小学３年で植物と昆虫，中学１年で観

察により生物の分類を学習するようになり，系統と分

類は高等学校の選択科目である生物Ⅱに移された（文

部省，１９８９a，b，c）．

６）生きる力（２００２年度～）
履修時間がさらに約１５％削減され，小学３年で学習

する昆虫の内容から，成長の過程や種類による食性の

違い・種類による体制の特徴が削られ（文部省，１９９８

a），中学では無脊椎動物と隠花植物は，その存在を指

摘する程度にとどめることになり（文部省，１９９８

b），既に述べた現行学習指導要領になった．

６．おわりに
学習指導要領では１９７１年度以降，長い期間にわたっ

て「探究学習」が採用され，観察・実験が重視されて

きた．しかし，その観察・実験は「仮説」を確認する
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実施年度 １９４７年度～ １９５２年度～ １９６１年度～ １９７１年度～ １９８０年度～ １９９２年度～ ２００２年度～

小

学

校

１年

動物は区別のつく
特徴を持っている

家畜・鳥・魚・虫
などの種類や，暮
し方に興味をもつ

校庭や野山の自然
に接し，‥生物に
興味をもち，それ
らの性状や生活の
目だった様子に気
づき，生物をかわ
いがるように導く

草木には根・茎・
葉が‥あることを
理解させる

‥植物を探した
り，葉，花，実な
ど‥の特徴に気付
かせる

植物にはいろいろ
な種類がある．植
物は区別のつく特
徴をもっている

植物にはいろいろ
な種類があり，そ
れぞれ区別のつく
特徴をもっている

身近に見られる動
物の特徴を理解さ
せる

‥動物を探したり
飼ったりさせなが
ら‥，体の形，動
きなどの特徴に気
付かせる

２年

からだの特徴を比
べて，ある動物を
他の動物と見別け
る
いろいろな種類の
植物がある．植物
には根・茎・葉・
花・種がある

動物や植物が成長
したり，暮し方が
変ったりすること
に興味をもつ動物
や草花や野菜に親
しみをもち，喜ん
で世話をする

四季おりおりの野
山の草木・虫など
の種類，田畑の虫
の 種 類（害 虫），
池や小川（海）で
魚・虫・貝などい
ろいろな動物を観
察‥採集して‥

虫，魚，カエルな
どは，種類によっ
て，形や活動の様
子に違いがあるこ
となどを理解させ
る

草むら，水中など
の動物を探し‥動
きなどに違いがあ
ることに気付かせ
る

３年

動物は類別するこ
と が で き る（魚・
虫・鳥・けもの），
小川や池ヘ‥小動
物をとりに行く

季節のおりおりに
見られる生物の種
類と，その活動の
様子

季節による生物の
種類や様子の変
化，鳴く虫の種類
や生活の様子

虫 に は，卵・幼
虫・さなぎを経て
成虫になるものが
あることを理解さ
せる

植物の成長の様
子・動物の活動は
季節によって違い
があることを理解
させる

植 物 の 体 は 根 ，
茎，葉などからで
きていて，‥種類
によって特徴があ
ること

植物‥の体は根，
茎及び葉からでき
ていること

植物は区別のでき
る特徴を持ってい
る，花の構造のち
がいを比べてみる

かえるには，いろ
いろな種類がある
ことを知り，‥

つぼみから花が咲
いて実ができるま
での様子を調べ，
花のつくりを理解
させる

昆虫の体は頭，胸
及び腹からできて
い て，‥種 類 に
よって特徴がある
こと

昆虫‥の体は頭，
胸及び腹からでき
ていること

４年

イネの害虫の種
類，ウサギのえさ
になる草の種類，
薬草の種類，秋鳴
く虫の種類，小川
にいる貝の種類，
鳥の種類

身のまわりの生物
の特徴をつかん
で，類別すること
ができる

川や池の水草やも
について，その種
類やつくりを調べ
る

こん虫は，じょう
ぶな皮膚におおわ
れ，またクモなど
と違うからだのつ
くりであることを
理解させる

昆虫の体のつくり
及び一生の変化を
理解させる

魚や貝や海草に
は，いろいろな種
類がある

海辺の生物の種類
や生活の様子を調
べる

５年

ミツバチが集る花
の 種 類，花 の 構
造，カイコとクワ

生物が日常生活に
貢献することを理
解し，生物の保護
に協力する

花と虫との関係や
‥つくりを調べる

魚のからだのつく
り・習性・ふえ方
を調ペる

６年

林の木の種類‥，
有用な山草，森林
の 動 物，海 の 生
物，アサとワタ

生物が変化してき
た様子に興味をも
つ

きのこやかびの種
類やふえ方を調べ
る

水中の小さな生物
も‥きまった形や
大きさをもってい
る

中

学

校

１年

植物のからだはど
んな構造になって
いるか，植物の品
種改良

家の中や周囲・野
山・田畑・池や川
の生物を観察・採
集し，名まえや特
徴を図鑑や検索表
などによって調べ
る

生物にはいろいろ
の種類があり，そ
れぞれ形態上の特
徴をもっている

植物のからだのつ
くり，栄養，繁殖
や成長のしかたは
‥，種類によって
特徴があること

植物は，体のつく
り，殖え方などの
特徴によって幾つ
かのなかまに分け
られること

身近な植物につい
ての観察，実験を
通して‥，植物の
つくりと働きを理
解させ，植物の種
類‥についての認
識を深める

身近な植物につい
ての観察，実験を
通して‥，植物の
体のつくりと働き
を理解させ，植物
の種類‥について
の認識を深める

われわれが利用し
ている動物の種類
及び部位，動物の
品種改良，人生に
対して有害な動物
の種類と有害なわ
け及びその防止法

動物・植物にはど
んな種類があるか

動物のからだのつ
くり，食物の取り
方，生殖や成長の
しかたは‥，種類
によって特徴があ
る

動物は，体のつく
り，殖え方，育ち
方などの特徴に
よって幾つかのな
かまに分けられる
こと

身近な動物につい
ての観察，実験を
通して，動物のつ
くりと働きを理解
させるとともに，
動物の種類‥につ
いての認識を深め
る

身近な動物につい
ての観察，実験を
通して，動物の体
のつくりと働きを
理解させるととも
に，動物の種類‥
についての認識を
深める

生物は，なにをも
とにして分類され
るか

生物分類表・系統樹 生物の分類と系統 生物の類縁関係

３年
人と微生物とのた
たかい

品種改良 生物の系統と自然
分類

高

等

学

校

生物

生物は類似の特徴
をもとにして分類
することができる

生物分類の規準．
分類段階，学名な
ど

分類の概念と方法 理科総合 B 生物の多様性

郷土の動物・植物
調査

生物分類表・系統
樹

系統と分類 生物Ⅱ 系統と分類 系統と分類

第５表 「分類」に関わる学習内容と配当学年の変遷．学習指導要領から作成

― 65 ―

ｖｅｒ／化石研究会会誌　ＰＤＦ化／０７０１０２４３　化石研究会誌３９巻２号／本文／４　　５７‐６７　小幡  2007.02.27 08.



ためにおこなわれ，教科書には結論が書かれている．

結局，児童・生徒は教科書に書かれたことを覚えて，

テストに臨んできたように思う．これでは「理科嫌

い」が増えても無理なかろう．また，「分類」は観

察・実験によって実証されるものではなく，観察・記

載の積み重ねを基礎にして構築されてきたものであ

る．「探究学習」とは異なる学習理論が必要である．

現在の義務教育における「分類」の授業は，小学校

で約１８時間，中学校で約１０時間で終わってしまう．そ

の内容は，小学校では昆虫と夏生一年生の双子葉類，

それぞれ２・３種類，中学校では脊椎動物と種子植物

の分類である．高等学校では約半数の生徒が選択必修

科目の「理科総合 B」で無脊椎動物と隠花植物も少し

学び，数％の生徒が選択科目の「生物Ⅱ」で分類と系

統を学んでいる．

小学生はゲームやアニメのキャラクターをたくさん

覚え，恐竜や昆虫などに興味をもつ年代である．この

時期の経験が生物に愛着をもち，その多様性を知り，

生物とは何かを学ぶ動機づけとしてよい経験になると

思う．小学校低学年では，身近な生物にふれ，その名

前を覚えることが大切であろう．高学年から中学生

は，検索図鑑などと照らし合わせて特徴を詳細に観察

し，同定できると良いであろう．時間をかけて多くの

生物にふれさせたい．

中学生は体系だてた思考が可能になるので，生物を

比較して，分類基準や系統について学習させたい．生

物の特徴を観察しながら，小さな違いと大きな違いを

みいだして，「分類」とはどういうことかを学んで欲

しい．「系統」については，仮説にもとづく観察で導

き出すよりも，先人のまとめた成果の理解の方が正確

な知識が身につき，納得できるであろう．

このような授業をおこなうためには，十分な授業時

間とその準備のための条件整備が必要である．教師向

けの標本同定や野外観察の研修会実施を望む．かつて

各地の理科教育センターなどで編集された，理科検索

表（たとえば，自然研究紀要編集委員会，１９８２）など

は貴重な教材である．ぜひ活用し，充実させたいもの

である．

今後，学校教育における「分類」分野の充実につい

て，議論されることを期待する．
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は，原稿の内容について議論いただいた．Mr. Adrian

Brewer には Abstract を校閲していただいた．また，

島本昌憲会員と２名の査読者，１名の英文査読者には

有益な指摘をいただき，本稿が改善された．ここに記

して厚く感謝する．

実施年度 １９５２年度～ １９６１年度～ １９７１年度～ １９８０年度～ １９９２年度～ ２００２年度～

種 子 植 物
高・生）種子植物の
分類

中１）被子植物の分類
中１）裸子植物

中１）被子植物
中１）裸子植物

中１）種子植物の分類 中１）花の咲く植物
の分類

中）種子植物の分類

シ ダ 植 物 高・生）シダ類 中１）シダ類 中１）シダ類 中１）シダ類 中１）花の咲かない
植物（代表２～３）

高・理 B）種子をつ
くらない植物の分類

コ ケ 植 物 高・生）コケ類 中１）コケ類 中１）コケ類 中１）コケ類

藻 類
小４）海草（海藻の
誤 り），中１ ） も
高・生）海そう類

中１）ソウ類の分類 中１）ソウ類 中１）ソウ類

菌 類
高・生）菌類・地衣
類

小６）きのこやかび
の種類

中１）キノコ類・カ
ビ類

中１）菌類

脊 椎 動 物
高・生）せきつい動
物の分類

中１）背骨のある動
物

中１）セキツイ動物 中１）セキツイ動物
の分類

中１）脊椎動物の分
類

中）脊椎動物の分類

無脊椎動物
高・生）無せきつい
動物の分類

中１）無脊椎動物の
分類

高・理 B）無脊椎動
物の分類

節 足 動 物
中１）こん虫 小５）こん虫

中１）コン虫類・ク
モ類

小４）こん虫・クモ
中１）節足動物

小４）昆虫の体のつ
くり
中１）コン虫など

小３）昆虫の体のつ
くり
中１）節足動物

小３）昆虫の体のつ
くり

軟 体 動 物 小４）貝 中１）貝類 中１）軟体動物 中１）軟体動物

原 生 動 物 中１）原生動物 中１）原生動物

細 菌 類 中１）細菌類の分類

第６表 各分類群を学習する学年の変遷．学習指導要領から作成し，表記は原文のままとした
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